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	備考

	（P.8）３　大項目評価
３－１　「大阪公立大学」に関する大項目評価
（２）評価にあたっての意見、指摘等
○　全体として、「おおむね計画どおり」の進捗が認められる中、一般選抜（学部・学域）入試の志願者数が２年連続で前年度を上回り、国公立大学において日本一となったことや、文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」に公立大学として唯一採択されたことなど、６つの項目において、年度計画を大幅に上回る実績が認められ、これらの成果は、高く評価するに値する。
（項目8、項目11、項目12、項目14、項目19、項目22）

〇　附属病院において、参加希望者数の目標が達成できなかった危機対応能力育成プログラムについては、病院全体として、全診療科に対する募集の早期周知や、参加希望者に対する支援などに取組んでいただきたい。
また、研修修了者数の目標が達成できなかった特定行為研修については、今後も、やむを得ない事情により、受講者（看護師）が年度途中で研修を継続できなくなることが十分に想定されることから、本制度の目的や効果（チーム医療の推進や医師の負担軽減等）に関連した目標設定について検討いただきたい。（項目24）

（P.11）３－４　「業務運営の改善及び効率化」に関する大項目評価
○　年度計画を順調に実施していると認められる。





（P.3）２　全体評価
○　なお、法人の取組を俯瞰して、本評価委員会として、次の意見を付記する。
大学の統合以降、着実に大学運営に取り組むなど、全体としておおむね年度計画及び中期計画のとおり進捗していることは評価できる。
特に、大阪公立大学においては、入学者選抜や外部資金の獲得等において、年度計画を大幅に上回る実績が認められ、統合した大学の運営に取り組む中で、これらの成果が出てきていることは、高く評価するに値する。
今後、教育の充実や大学の強みを活かした研究、産学官民の連携等をさらに推進し、研究成果を社会に還元することにより、公立大学としてより一層の貢献を期待する。
　また、大阪公立大学工業高等専門学校においては、社会から求められるDX教育に着実に取り組んでおり、その取組は評価できる。今後、大阪公立大学とのさらなる連携強化に取り組まれることを期待する。
　さらに、法人においては、今後も、大阪公立大学等の魅力や研究成果をより積極的に情報発信するとともに、業務の効率化及び適正化に取り組むなど、引き続き、法人運営における取組の充実・強化を期待する。


	（P.8）３　大項目評価
３－１　「大阪公立大学」に関する大項目評価
（２）評価にあたっての意見、指摘等
（記載なし）







○　参加希望者数の目標が達成できなかった危機対応能力育成プログラムについては、危機対応能力を備えた医療人材の育成に向けて、早期の募集開始や病院全体として募集の周知に取り組むなど、募集方法の改善を検討いただきたい。（項目24）






○　年度計画をおおむね順調に実施していると認められる。





（P.3）２　全体評価
○　なお、法人の取組を俯瞰して、本評価委員会として、次の意見を付記する。
大阪公立大学の一般選抜（学部・学域）入試志願者数が２年連続増加及び国公立大学において日本一となるなど、統合した大学の運営に着実に取り組み、全体としておおむね年度計画及び中期計画のとおり進捗していることは評価できる。
文部科学省「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に採択され、産学官民共創施設の整備を進めるとともに、「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」に公立大学として唯一採択されるなど、「都市シンクタンク」及び「技術インキュベーション」機能の充実に取り組んでいることは評価できる。
今後、大学の魅力や研究成果のより積極的な情報発信や業務の効率化及び適正化に取り組むとともに、引き続き、法人運営における取組の充実・強化を期待する。
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